
スポーツレクリエーション祭2011「冬の部」

市民の森スケート場まつり参加者
募集

日 　 時

場 　 所

内 　 容

持 ち 物

主 　 催

お問合せ先

元オリンピック出場選手によるスピードスケート模範滑走、プロフィギアス
ケーターによる模範演技、スケート講習会（1回目受付9：00～、2回目受付
12：30～）、カーリング・アイスホッケーの体験、他楽しいイベントが盛り沢山。
豚汁の無料ふるまいがありますので、マイ箸、マイお椀をお待ちください。

平成24年１月7日㈯ 9:15～14:30（スケート場は9:00～16:30まで開放）

上田市教育委員会 ☎0268-23-6372（1月6日㈮まで可）

「上田市市民の森スケート場」（上田市芳田3780番地85）

帽子・手袋（危険防止のため）、箸、お椀
スポーツレクリエーション祭2011実行委員会
東信教育事務所 　☎0267-31-0252

（昨年のカーリング体験）

貸靴料金
一人1回300円

入場無料
（小雨決行）● ヨウ素131➡原子力発電に使用されるウラン等が核分裂反応を起こして生成される物質で、半減期（放

射線を出す能力＜放射能＞が元の半分になるまでの期間）が８日となっています。
● セシウム134、137➡同じく核分裂反応によって生成される物質で、半減期はセシウム134が２年、セシ
ウム137が３０年となっています。測定結果はセシウム134とセシウム137の合計値を記しています。

● ベクレル➡放射性物質が放射線を出す能力を表す単位
● 飛灰➡集じん器のフィルターで捕集したばいじん（ちり・ほこり等）
● 主灰➡ごみを燃やした後に残る燃えがら
● キレート処理➡薬剤と上水を混ぜて固形化する処理
● 汚泥焼却灰➡し尿や浄化槽から発生する有機汚泥を燃やした後に残る灰

用語
解説

クリーンセンター・清浄園

　上田、丸子、東部クリーンセンターと清浄園における焼却灰の放射性物質濃度について、測定結果と現在の対応を
お知らせします。

　毎月１回、上田、丸子、東部クリーンセンターの主灰・飛灰、清浄園の汚泥焼却灰を採取し、放射性物質濃度の測定を
行っています。

Ｑ． 排出される焼却灰（飛灰・主灰・汚泥焼却灰）は、どのように処分されていますか。

Ａ． クリーンセンターでは、8,000ベクレル/kg以下の主灰・飛灰は、従来どおり埋立処分できるという国からの通知
により、今後も埋立処分を行います。

 　上田クリーンセンター 飛灰と主灰の混合灰にセメントを混ぜて固型化し、飛散防止と溶出防止を図り、上田市
で管理している最終処分場（上田市室賀地区）に埋め立てしています。

 　丸子クリーンセンター 飛灰は薬剤や上水を混ぜて固型化（キレート処理）し、主灰はそのままの状態で、県外に
ある民間で管理している最終処分場（群馬県草津町）に埋め立てしています。

 　東部クリーンセンター 飛灰は薬剤や上水を混ぜて固型化（キレート処理）し、主灰はそのままの状態で、東御
市で管理している最終処分場（東御市加沢地区）に埋め立てしています。

Ａ． 清浄園では、発生した汚泥焼却灰は、全量を袋詰した後、すべて施設内に保管していますが、（11月18日現在のス
トック量：約70.2トン）国の埋立処分が可能な基準値を下回っているため、廃棄物として処分する方向で検討して
います。

現在の対応

焼却灰の放射性物質濃度の測定結果

測定内容

飛灰

測定項目
測定結果（ベクレル/kg）

ヨウ素131
セシウム134・137
ヨウ素131

セシウム134・137

９月29日採取
不検出
340
不検出
94

10月25日採取
不検出
280
不検出
112

11月22日採取
不検出
128
不検出
63

混合灰
（飛灰＋主灰）

上田クリーンセンター

●8月以前の測定結果は、広報紙10月号（前号）又はホームページにてご覧になれます。
　クリーンセンター　http://www.area.ueda.nagano.jp/pdf/2011-cleancenter.pdf
　清浄園　http://www.area.ueda.nagano.jp/pdf/2011-seijyouen.pdf

主灰、飛灰、汚泥焼却灰は施設内で発生するものであり、施設外に飛散していません。

搬入市町村：上田市（上田・真田地区）、青木村

測定内容 測定項目
測定結果（ベクレル/kg）

ヨウ素131
セシウム134・137
ヨウ素131

セシウム134・137

９月29日採取
不検出
250
不検出
不検出

10月25日採取
不検出
259
不検出
不検出

11月22日採取
不検出
430
不検出
不検出

主灰

キレート処理
後の飛灰

丸子クリーンセンター 搬入市町村：上田市（丸子・武石地区）、長和町

測定項目
測定結果（ベクレル/kg）

ヨウ素131
セシウム134・137
ヨウ素131

セシウム134・137

９月29日採取
不検出
161
不検出
不検出

10月25日採取
不検出
183
不検出
不検出

11月22日採取
不検出
164
不検出
不検出

東部クリーンセンター 搬入市町村：東御市（北御牧地区を除く）

※不検出とは、測定器で測れる検出下限値を下回ったという意味です。クリーンセ
ンターの各測定項目の検出下限値は20ベクレル/kg、清浄園の検出下限値は
10ベクレル/kgです。（清浄園で発生した汚泥焼却灰は有機肥料として使われ
てきたことから、より精度を上げて調べています）

測定内容 測定項目
測定結果（ベクレル/kg）

ヨウ素131
セシウム134・137

９月21日採取
不検出
520

10月20日採取
不検出
490

11月17日採取
不検出
410

汚泥焼却灰

測定内容

主灰

キレート処理
後の飛灰

清浄園 搬入市町村：上田市、東御市（北御牧地区を除く）、青木村、長和町

クイズに答えて上田地域の特産品を当てよう！

【応募方法】はがき又はEメールに、①３つのクイズの答え、
②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号⑥広報紙の感想をご記入
のうえ、1月24日㈫必着（Eメールの場合は当日24:00着ま
で有効）。Eメールの件名には「広報紙ふるさとプレゼント」と
記入してください。）で応募してください。

提供： 上田地域
 観光協議会

問題

広報10月号の答えは、㋐　　  ㋑　　　　㋒
　　 でした。応募総数194通の中から、10人の方
に、「ダッタンそば」が
入った「長和町特産
品詰め合わせ」をお
送りしました。たくさ
んのご応募ありがと
うございました。

（広報紙をよく読んでね！○には1数字・文字が入ります）

㋐ 休日等の歯科救急治療は、「○○歯科救急セン
ター」が対応します。

㋑ 消防署では、住宅用○○○○器や消火器の斡旋・
販売や点検は一切行っていません。

㋒ 毎月1回、クリーンセンターと清浄園では焼却灰
の放射性物質濃度の○○を行っています。

た き 火 食 べ埋 立

【応募先】 〒386-0404　上田市上丸子1612
上田地域広域連合「広報紙ふるさとプレゼント」宛
webmaster@area.ueda.nagano.jp宛
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
いただいた個人情報は商品の発送のみに使用します。

き り

　小惑星探査機「はやぶさ」のプロジェクトマネージャーでJAXA/宇宙
科学研究所教授の川口淳一郎さん（＝写真）の講演会が、１１月２６日㈯上
田市マルチメディア情報センターで開催されました。
　当日は、394人の聴講応募者の中から、抽選で選ばれた241人（ホー
ル197人、ホール外モニター視聴44人）の参加者のもと、星の成り立ち
から小惑星「イトカワ」調査の目的や行程、日本の宇宙工学技術の独創性
へのこだわり、「はやぶさ」プロジェクト成功の真の意味と後継機について
等、ユニークに、かつ、大変熱心にご講演いただきました。

　最後に川口さんは「日本は忍耐強い国。でも耐えているだけでいいのか?製造の国から創造の国へ脱却しなければ
ならない。我々日本人は創造できるポテンシャルを持っているということを自信に、復活していきましょう」と力強く語
られ、会場は大いに沸きました。当日の講演の内容はインターネットでライブ配信されました。
　今回に引き続き、天文講演会～チーム「はやぶさ」の挑戦④～を２月25日㈯に開催します。詳しくは9P上田創造館
イベント情報をご覧ください。

トピックス 大宇宙時代の扉は開かれた
小惑星探査機「はやぶさ」シリーズ天文講演会

～チーム「はやぶさ」の挑戦③～
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